
B
P
S
D
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

　
B
P
S
D
（
認
知
症
の
行
動
・
心
理
症
状
）
は
、

薬
剤
以
外
に
、
体
調
、
身
体
合
併
症
、
栄
養

状
態
、
せ
ん
妄
、
ケ
ア
、
環
境
、
生
活
史
、

性
格
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
こ
と
が
原
因
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
薬
剤
だ
け
で
B
P
S
D

を
解
決
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

原
因
を
一
つ
ひ
と
つ
検
討
し
て
、
包
括
的
に

対
応
す
る
の
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　
B
P
S
D
に
薬
剤
を
投
与
し
て
、
た
と
え

一
時
的
に
効
果
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
対
症

療
法
で
あ
り
、
根
本
的
な
治
療
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
薬
物
療
法
を
行
う
際
は
、
こ
の
こ
と

を
肝
に
銘
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

B
P
S
D
への

対
応
は
原
因
薬
剤
の

中
止
が
先
決

　
神
経
伝
達
物
質
の
見
地
か
ら
、
B
P
S
D

は
ド
パ
ミ
ン
と
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
、
あ
る
い
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
不
足
に
よ

り
起
こ
り
ま
す（
表
4
）。

　
ド
パ
ミ
ン
が
過
剰
に
な
る
と
、
幻
覚
・
妄

想
、
興
奮
が
み
ら
れ
、
不
足
す
る
と
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
症
状
、
ア
パ
シ
ー
が
出
現
し
ま
す
。

　
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
は
、
多
す
ぎ
る
と
易
怒

性
、
不
眠
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
、
嘔
気
・

下
痢
・
食
欲
低
下
な
ど
の
消
化
器
症
状
が
み

ら
れ
、
不
足
す
る
と
、
意
識
障
害
、
認
知
機

能
低
下
を
き
た
し
ま
す
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
不
足
す
る
と
、
不
安
、
う

つ
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
が
起
こ
り
、
精
神
的
に

不
安
定
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
神
経
伝
達
物

質
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
起
こ
す
薬
剤
が
投
与

さ
れ
て
い
れ
ば
、
ま
ず
は
そ
の
薬
剤
を
中
止

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

❶
ド
パ
ミ
ン
を
増
加
さ
せ
る
抗
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
治
療
薬

❷
ド
パ
ミ
ン
を
減
ら
す
抗
精
神
病
薬
、制
吐
剤

❸
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
増
や
す
ド
ネ
ペ
ジ
ル
、

ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
、
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン

❹
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
を
減
ら
す
抗
コ
リ
ン
薬

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
中
止
し

な
い
ま
ま
、
幻
覚
・
妄
想
、
興
奮
、
暴
力
な

ど
の
陽
性
症
状
に
抗
精
神
病
薬
を
、
う
つ
、

ア
パ
シ
ー
な
ど
の
陰
性
症
状
に
抗
う
つ
薬
を
、

そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
も
、
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
、
薬
剤
の
副
作
用
に
よ

り
患
者
を
苦
悩
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

B
P
S
D
への
薬
物
療
法

過
活
動
性
B
P
S
D

　
陽
性
症
状
が
目
立
つ
過
活
動
性
B
P
S
D

に
ド
ネ
ペ
ジ
ル
、
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
、
リ
バ
ス

チ
グ
ミ
ン
パ
ッ
チ
を
使
用
す
る
と
、
か
え
っ

て
症
状
は
悪
化
し
ま
す
。
す
で
に
処
方
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
中
止
す
る
と
落

ち
着
く
こ
と
を
、
実
臨
床
で
し
ば
し
ば
経
験

し
ま
す
。
た
だ
し
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

の
幻
視
に
対
し
て
、
少
量
の
リ
バ
ス
チ
グ
ミ

ン
パ
ッ
チ
や
ド
ネ
ペ
ジ
ル
に
よ
り
効
果
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
過
活
動
性
B
P
S
D
に
は
、

木
村
武
実
　
熊
本
駅
前 

木
も
れ
び
の
森
心
療
内
科
精
神
科 

院
長

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
に
使
わ
れ
る
薬
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表4  BPSDの要因
神経伝達物質 状態 症状

ドパミン
過剰 幻覚、妄想、興奮　など

不足 パーキンソン症状、アパシー　など

アセチルコリン
過剰

易怒性、不眠、パーキンソン症状、
消化器症状　など

不足 意識障害、認知機能低下　など

セロトニン 不足 不安、うつ、イライラ　など
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抗
精
神
病
薬
、
チ
ア
プ
リ
ド
、
抑
肝
散
な
ど

を
使
用
し
ま
す
。
筆
者
は
、
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ

ジ
ン
、
ク
エ
チ
ア
ピ
ン
、
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー

ル
、
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
、
チ
ア
プ
リ
ド
な
ど

を
し
ば
し
ば
用
い
ま
す
。
た
だ
し
、
チ
ア
プ

リ
ド
以
外
は
、
も
と
も
と
統
合
失
調
症
、
躁

う
つ
病
の
薬
剤
で
あ
り
、
B
P
S
D
へ
の
適

応
は
な
い
こ
と
、
副
作
用
（
過
鎮
静
、
起
立
性
低

血
圧
、
錐
体
外
路
症
状
、
転
倒
、
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
）
の

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
家
族
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
投
与
量
は
、
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
（
6
〜
50

㎎
）、
ク
エ
チ
ア
ピ
ン
（
10
〜
75
㎎
）、
ア
リ
ピ

プ
ラ
ゾ
ー
ル
（
0
・
5
〜
3
㎎
）、
ハ
ロ
ペ
リ
ド

ー
ル
（
0
・
3
〜
0
・
75
㎎
）、
チ
ア
プ
リ
ド
（
25

〜
75
㎎
）
な
ど
極
め
て
少
量
に
と
ど
め
ま
す
。

　
ま
た
、
疾
患
別
で
は
、
❶
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
の
場
合
、
チ
ア
プ
リ
ド
、
無
効

な
ら
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
、
❷
脳
血
管
性
認

知
症
の
場
合
、
チ
ア
プ
リ
ド
、
ク
ロ
ル
プ
ロ

マ
ジ
ン
、
❸
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
場
合
、

ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
、
ク
エ
チ
ア
ピ
ン
、
少

量
の
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
、
❹
前
頭
側
頭
型
認

知
症
の
場
合
、
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
、
ク
エ

チ
ア
ピ
ン
、
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
使
い
ま
す
（
表
5
）。

　
リ
ス
ペ
リ
ド
ン
は
B
P
S
D
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
薬
剤
過
敏
性
が
強
い

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
使
用
す
る
と
、
歩

行
障
害
が
悪
化
し
て
転
倒
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
ア
リ
ピ
プ
ラ

ゾ
ー
ル
へ
の
切
り
替
え
に
よ
り
歩
行
障
害
が

軽
減
さ
れ
、
精
神
的
に
も
落
ち
着
い
た
症
例

を
経
験
し
て
い
ま
す
。

低
活
動
性
B
P
S
D

　
陰
性
症
状
主
体
の
低
活
動
性
B
P
S
D
の

場
合
、
薬
理
学
的
に
一
番
多
い
原
因
は
、
ポ

リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
多
剤
投
与
）
で
す
。
特
に
、

80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
場
合
、
で
き
る
限
り

薬
を
減
ら
し
ま
す
（
図
6
）。

　
臨
床
現
場
で
は
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
薬

の
ス
タ
チ
ン
製
剤
や
逆
流
性
食
道
炎
の
治
療

薬
で
あ
る
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
が
漫
然

と
投
与
さ
れ
て
い
る
症
例
を
し
ば
し
ば
み
か

け
ま
す
。
両
薬
剤
と
も
に
認
知
機
能
に
は
抑

制
的
に
作
用
し
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な
副
作
用

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
薬
剤
の
継
続
に
つ

い
て
は
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
降
圧
剤
服
用
者
で
収
縮
血
圧
が

1
2
0
ｍ
ｍ
H
ｇ
以
下
の
方
の
場
合
、
降
圧

剤
を
中
止
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
調
整
を
行
っ
て
、
な
お
も
薬
剤

の
追
加
が
必
要
な
場
合
、
抗
う
つ
薬
が
一
般

的
に
は
用
い
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
う
つ
に

対
す
る
抗
う
つ
薬
の
効
果
は
、
非
高
齢
者
の

よ
う
に
は
期
待
で
き
ず
、
副
作
用
も
多
く
出

現
し
ま
す
。
特
に
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

の
場
合
、
抗
う
つ
薬
（
S
S
R
I
、S
N
R
I
）
に

よ
り
躁
状
態
に
な
っ
た
り
、
不
眠
、
不
安
、

ア
カ
シ
ジ
ア
を
き
た
し
た
り
し
て
、
精
神
的

に
不
安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
パ
シ
ー
に
は
抗
う
つ
薬
は
ほ
と

ん
ど
奏
効
せ
ず
、
副
作
用
の
過
鎮
静
に
よ
り
、

か
え
っ
て
ア
パ
シ
ー
が
悪
化
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ア
パ
シ
ー
に
対
し
て

は
、
少
量
の
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル
、
ド
ネ
ペ
ジ

ル
、
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
パ
ッ
チ
や
、
健
康
補

助
食
品
の
フ
ェ
ル
ラ
酸
、
タ
キ
シ
フ
ォ
リ
ン

な
ど
が
有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
後
期
高
齢
者
や
身
体
合
併
症
の
た

め
に
抗
精
神
病
薬
を
使
用
で
き
な
い
場
合
で

も
、
こ
れ
ら
の
健
康
補
助
食
品
は
副
作
用
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

表5  過活動性BPSDで使われる薬（疾患別）

 アルツハイマー型
認知症

チアプリド、クロルプロマジン など

 脳血管性
認知症

チアプリド、クロルプロマジン

 レビー小体型
認知症

アリピプラゾール、クエチアピン、ハロペリドール

 前頭側頭型
認知症

クロルプロマジン、クエチアピン

図6  低活動性BPSDにおける薬の対応

原因薬物の中止
スタチン製剤、

プロトンポンプ阻害薬、
降圧剤 など

抗うつ薬の使用
副作用も多いので要注意

そ
れ
で
も

薬
剤
の
追
加
が

必
要
な
ら
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